
室でも週1回の朝8時からの研究室全体のミーティン
グに加え、各班のスモールミーティング、また他施設
との共同研究のミーティングも多く行われています。
コロナ禍では、大人数での研究の制限など試行錯誤
した時期もありましたが、結果的にコロナ禍以降、急
速に研究が進行している状況です。創傷治癒学会の
研究奨励賞を始め、日本形成外科学会学術奨励賞基
礎部門最優秀賞、抗加齢学会学術奨励賞など数々の
受賞者も出ております。

私が20年近く前（？！）本学会に初めて参加した時
に、外科の先生や基礎の先生など様々な分野の創傷
治癒の発表に新鮮な感動と驚きを受けたことを思い
出します。この学会の最大の強み・面白さである、多
職種参加による研究はこれからの時代、益々注目さ
れていくことと思います。私たちも、形成外科医ならで
はの自由な発想で、研究を続けて行けたらと思って
おります。
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このたび、2026年11月22日（日）・23日（月・祝）の両日にわたり、石川県
かほく市の石川県立看護大学において、第56回日本創傷治癒学会を開催
させていただく運びとなりました。1971（昭和46）年に研究会として発足し
て以来、諸先輩方により受け継がれてきた本学会は、世界で最も歴史のあ
る創傷治癒に関する学会です。その伝統ある学会を開催する機会を賜りま
したことを大変光栄に存じますとともに、重責に身の引き締まる思いでおり
ます。

今回の学会テーマは、「次世代創傷ケアと多分野融合：未来のケアをデ
ザインする」といたしました。創傷ケアでは、目に見える創の状態を観察
し、治療・ケアを行うだけでなく、組織、細胞、分子レベルで生じている変
化を理解し、創傷を有する方一人ひとりの全身状態、生活背景、価値観を
踏まえて、必要な支援を見極めることが求められます。マクロな視点とミク
ロな視点、科学的根拠と生活者としての視点を統合することが、これからの
創傷ケアには不可欠であると考えます。また、その実現には、医療機関内の
チーム医療の枠を超え、多分野の専門知識を融合させることが求められま
す。こうした姿勢こそが、次世代の創傷ケアの在り方であり、その実現には
明確なビジョンが不可欠です。

会場となります本学は、令和6年能登半島地震の激震地に最も近い大学
であり、発災直後より現在に至るまで支援活動を継続してまいりました。こ
の経験を通して、平時から災害時、そして被災後の生活再建期に至るまで、
切れ目なく創傷ケアを考えることの重要性を改めて認識しております。さら
に、過疎化や超高齢社会の進展、在宅医療の拡大、地域医療の課題、医療
資源の制約など、創傷ケアを取り巻く環境は大きく変化しています。医療機
関内で完結するケアにとどまらず、地域、施設、在宅、そして多職種・多機関
がつながり、遠隔地や被災地へのリモート支援も含めて、創傷を有する方々
の暮らしを支える創傷ケアをどのように実現するかが、今後の重要な課題
です。

本学会では、平時から災害時までを視野に入れ、未来のケアをデザイン
するための理論、技術、実践知を共有し、参加者の皆様とともに新たなビ
ジョンを描いていきたいと考えております。特別講演、特別教育講演、シン
ポジウム、一般演題などを通して、基礎から臨床へ、病院から地域へ、そし
て現在から未来へとつながる多様な議論が生まれることを期待しておりま
す。若手研究者や新しい発想をもつ皆様にとりましても、自由に意見を交わ
し、新たな研究や実践の芽を育む場となれば幸いです。

開催地である石川県は、日本海に面した豊かな自然と、加賀百万石の歴
史文化が息づく地です。晩秋の北陸ならではの風情の中で、学びと交流を深
めていただけましたら幸いです。

第56回日本創傷治癒学会が、創傷治癒のさらなる発展に寄与し、ご参加
の皆様にとって新たな知と仲間に出会う有意義な場となりますよう、真田弘
美副会長、北村言事務局長ならびに実行委員一同、鋭意準備を進めてまい
ります。多くの皆様のご参加、ご発表、そして活発なご討議を心よりお待ち
申し上げております。



慶應形成外科の研究室は、〝瘢痕を残さない創傷治癒〟を目指し、貴志
教授の研究テーマであった胎仔の創傷治癒の研究をメインに行って参
りました。最近ではイモリの再生研究や老化の研究も活発に行い、成果
を上げております。研究室は小さいながらも、一連の基本的な機器が
揃っており、形成外科独自でマウス室も所有しています。また今年にな
り、KEYENCE VHX digital microscopeを導入し、皮膚の繊細な観察や
計測を行うことが可能になりました。

当研究室の特徴として、貴志教授の下、各研究者が横並びになって自
分の研究を遂行している、というのが特徴です。〝研究を上から押し付け
られることなく、各人の自由なアイデア・発想が受け入れられる環境の中
にも、密なディスカッションで周囲の助言を受けつつ自分の研究を遂行
することができる〟ということが最大の強みであると考えています。現在
は、常勤スタッフに加え、大学院生５名（うち中国から1名）、慶應義塾大
学薬学部生4名、医学部生4名といった若手中心の活気ある研究室と
なっています。コロナ禍におけるwebミーティングの普及により、当研究

JSWHNEWS LETTER
日 本 創 傷 治 癒 学 会 ニ ュース

No.�53

© 2026 Japanese Society for Wound Healing

会員の論文がWound Repair and RegenerationのVolume34 Issue No.2に掲載されました。論文名、会員
の著者は下記の通りです。

投稿規程に関しましては、Wiley Online Libraryの本ジャーナルホームページの機関誌概要下にある濃緑
色のナビゲーションバーより、<CONTRIBUTE > ⇒<Author Guidelines>と進んでいただくか、以下のURLへ
アクセスして入手してください。

https://onlinelibrary.wiley.com/page/journal/1524475x/homepage/forauthors.html
　なお、投稿方法は、ホームページからのオンライン投稿（要ログイン）となっております。

WRRに会員の論文が掲載されました

“Dendritic Cell–Associated MARCKSL1 Regulates Fibroblast Differentiation 
During Wound Healing”, (Wound Repair and Regeneration, 34:2, 
doi.org/10.1111/wrr.70143)

髙谷 健人 先生
中島 由佳理 先生
酒井 成貴 先生
岡部 圭介 先生
荒牧 典子 先生
森 亮一 先生
貴志 和生 先生

（慶應義塾大学医学部 形成外科学教室）
（慶應義塾大学医学部 形成外科学教室）
（慶應義塾大学医学部 形成外科学教室）
（慶應義塾大学医学部 形成外科学教室）
（慶應義塾大学医学部 形成外科学教室）
（長崎大学原爆後障害医療研究所　組織修復学研究分野）
（慶應義塾大学医学部 形成外科学教室）

“Clinical Effectiveness of Monofilament Fibre Pads for Bacterial and Bio-
film Removal in Pressure Injuries: A Retrospective Cohort Study”, (Wound 
Repair and Regeneration, 34:2, doi.org/10.1111/wrr.70147)

滝沢 知大 先生
秦 斉 先生
幅 大二郎 先生
北村 言 先生
真田 弘美 先生
仲上 豪二朗 先生

（東京大学大学院医学系研究科創傷看護学分野）
（東京大学）
（石川県立看護大学大学院看護学研究科 共同研究講座ｳｪﾙﾋ゙ ｰｲﾝｸ 看゙護学）
（石川県立看護大学）
（石川県立看護大学 学長）
（東京大学大学院医学系研究科　健康科学・看護学専攻　創傷看護学分野）

https://onlinelibrary.wiley.com/doi/epdf/10.1111/wrr.70143
https://onlinelibrary.wiley.com/doi/epdf/10.1111/wrr.70147
https://jswh56.jp/
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